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CI-NETとは？ 

株式会社さとうべネック 
 
大分県大分市舞鶴町1-7-1 
売 上 高 ：422億円 
従 業 員 ：446名 
事業内容：土木建築工事の 
　　　　　請負・設計・監理など 
事 業 所 ：九州7箇所、 
　　　　　合計13箇所 

 

　さとうべネック建設本部技術部渡辺志郎副長（写真右）、
同本部購買部大柱貴宏副長。同社は購買体制の見
直しや事務の合理化を目指し、新築の建設工事におけ
る購買部門から取引先とのCI-NET利用を開始した。 

　CI-NET（Construction Industry NETwork）
は、建設生産に関わる企業間でコン
ピュータネットワークを利用した情報
交換を実現するための標準の規約のこと。
財団法人建設業振興基金 建設産業情
報化推進センターが中心となって国土
交通省・関係団体・企業の協力のもと、
規約の策定、利用促進、広報普及活動
が行われている。 
　インターネットに対応した規約「CI-
NET LiteS」の策定により、パソコン用
の市販ソフトやASPサービスの提供が
進み、利便性向上や導入費用軽減につ
ながり、現在、急速に利用企業が増加
している。 

URL：http://www.satobenec.co.jp/
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　さとうべネックでは、まず地元大分お
よび九州の取引先企業のうち、取引額や
件数の多い企業へ協力を呼びかけた。今
後は全国平均で50％の電子化を目指す。 
　ASPは導入企業への負担が少なくメリッ
トが大きいが、これまでは他社のASPを
利用している企業とは接続ができないと
いう課題もあった。国土交通省が改善に
向けた実証実験を実施し環境を整備した
結果、今後は異なるASPを利用する企業
間でも電子商取引が可能になる。 
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建
設
業
に
お
け
る
電
子
商
取
引
規
約
「
C
I
―

N
E
T
」
は
、
利
用
に
必
要
な
企
業
識
別
コ
ー
ド
が
6
0
0
0
社
を
超
え
今
後
の
急
速

な
浸
透
を
予
感
さ
せ
始
め
た
。
今
回
は
、C
I
―

N
E
T
の
先
進
導
入
企
業
の
事
例
を
元
に
、C
I
―

N
E
T
の
役
割
と
活
用
法
を
探
る
。 
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界
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Ｔ
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ム
ダ
取
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ム
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取
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専
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削
減
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効
率
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―
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I
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N
E
T
活
用
企
業
の
実
態
と
成
果
―
 

建
設
業
レ
ポ
ー
ト
 

第9回 
　
大
分
県
大
分
市
の
さ
と
う
べ
ネ
ッ
ク
は
、

全
国
に
13
の
事
業
所
を
持
ち
東
京
を
始
め

と
し
た
九
州
以
外
の
企
業
と
も
取
引
が
多

い
総
合
工
事
事
業
者
で
あ
る
。
売
上
の
約

75
％
を
建
築
が
占
め
る
。
下
階
の
天
井
裏

未
利
用
空
間
を
上
階
の
床
下
空
間
に
用
い

て
タ
テ
に
伸
び
や
か
な
住
戸
を
実
現
す
る

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
床
」
工
法
で
特
許
を
出

願
す
る
な
ど
、
豊
か
な
都
市
生
活
へ
の
提

案
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。 

         

            　
同
社
は
現
在
、
購
買
業
務
を
核
に
取
引

額
・
件
数
の
多
い
企
業
58
社
と
の
間
で

C
I
―

N
E
T
規
約
に
基
づ
く
電
子
デ
ー
タ

交
換
（
E
D
I
）
を
実
行
中
。2
0
0
5
年

末
現
在
、
大
分
県
内
企
業
と
の
取
引
で
は
、

約
50
％
が
電
子
化
さ
れ
て
い
る
。 

　
九
州
に
お
け
る
2
0
0
5
年
11
月
現
在

の
C
I
―

N
E
T
企
業
識
別
コ
ー
ド
登
録

企
業
数
を
見
る
と
、
大
分
県
は
福
岡
県
に

次
い
で
第
2
位
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
。
さ
と

う
べ
ネ
ッ
ク
が
地
域
企
業
の
利
用
を
推
進

し
た
こ
と
も
利
用
数
増
加
の
一
因
と
い
え

る
だ
ろ
う
。 

　
同
社
は
な
ぜ
C
I
―

N
E
T
に
着
目
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
建
設
本
部
技
術
部
の
渡

辺
志
郎
副
長
は
、C
I
―

N
E
T
は
目
的
で

は
な
く
一
つ
の
道
具
と
し
て
の
位
置
づ
け

だ
と
い
う
。 

　「
弊
社
で
は
以
前
か
ら
正
し
い
コ
ス
ト

計
算
に
基
づ
く
見
積
作
成
を
行
っ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
合
理
化
を
目
指
す
に
あ
た
り
取

引
先
と
関
わ
る
部
分
、
と
く
に
購
買
業
務

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
べ
き
と
考
え
ま
し
た
」 

　
購
買
に
は
「
紙
」
が
つ
き
も
の
だ
が
、

紙
の
書
類
は
作
成
し
て
届
け
る
時
間
、
保

管
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
使
っ
て
し

ま
う
。「
電
子
化
す
れ
ば
距
離
も
時
間
も
物

理
ス
ペ
ー
ス
も
埋
ま
る
。
つ
ま
り
ム
ダ
取

り
が
で
き
る
」（
渡
辺
氏
）
の
だ
。
加
え
て
、

支
店
ご
と
に
個
別
で
行
っ
て
い
た
購
買
を

九
州
と
東
京
の
２
拠
点
に
集
約
す
る
こ
と
で
、

担
当
者
ご
と
の
買
い
方
の
ば
ら
つ
き
を
な

く
し
「
ム
ラ
取
り
」
も
で
き
る
と
い
う
。 

　
た
だ
、
シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
り
課
題
が

二
つ
あ
っ
た
。
同
社
で
は
す
で
に
「
C
I
S
 

C
O
M
」
と
い
う
原
価
管
理
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
と
連
携
で
き
る

こ
と
。
そ
し
て
、
取
引
先
企
業
に
過
重
な

導
入
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
だ
。
実
際
、

取
引
先
に
話
を
も
ち
か
け
る
と
、「
仕
事
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
」「
現
在
の
事
務
担

当
者
に
操
作
で
き
る
の
か
」
と
い
う
疑
問

の
声
も
上
が
っ
た
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導
入
の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
、C
I
―

N
E
T
対
応
の
E
D
I
が
A
S
P
方
式
で

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

A
S
P
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ー
タ
保
管
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
レ
ン
タ
ル
提
供
す
る
も
の
。
利
用

企
業
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

環
境
が
あ
れ
ば
O
K
だ
。
渡
辺
氏
は
「
ま

だ
利
用
企
業
が
少
な
い
段
階
だ
っ
た
の
で
、

サ
ポ
ー
ト
力
、
価
格
の
面
で
あ
え
て

A
S
P
を
推
薦
し
た
。
操
作
が
容
易
な
の

が
何
よ
り
」
と
説
明
す
る
（
同
社
は
富
士

通
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
る
「
W
E
B
 

C
O
N
」
を
利
用
中
）。 

　
さ
と
う
べ
ネ
ッ
ク
側
で
は
原
価
管
理
シ

ス
テ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
C
I
―

N
E
T
か
ら
の
デ
ー
タ
を
変
換
し
て
取
り

込
め
る
よ
う
に
し
た
。
取
引
先
か
ら
受
け

取
っ
た
デ
ー
タ
は
、
再
入
力
せ
ず
に
社
内

で
活
用
し
て
い
る
。 

   　
本
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
購
買
業
務
を
担

当
す
る
建
設
本
部
購
買
部
の
大
柱
貴
宏
副

長
は
、「
注
文
書
の
発
行
に
要
す
る
時
間

は
手
書
き
に
比
べ
て
4
分
の
1
に
削
減
さ

れ
ま
し
た
。
書
類
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
が
3

分
の
1
に
減
り
、
ま
た
検
索
が
容
易
に
な
っ

た
の
も
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」
と
感

想
を
述
べ
る
。 

　
取
引
先
企
業
に
お
い
て
も
、
見
積
書
作

成
時
間
が
短
縮
さ
れ
、「
見
積
だ
け
で
な

く
他
の
業
務
で
も
利
用
し
た
い
」
と
い
う

声
も
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
電
子
化
に

よ
っ
て
印
紙
税
が
不
要
に
な
っ
た
効
果
も

大
き
く
、1
年
で
約
40
万
円
の
削
減
効
果

を
見
た
取
引
先
も
あ
る
そ
う
だ
。
電
子
デ
ー

タ
交
換
は
物
理
的
な
距
離
を
感
じ
ず
に
実

行
で
き
る
た
め
、
営
業
エ
リ
ア
の
広
い
企

業
ほ
ど
利
便
性
を
感
じ
や
す
い
と
も
い
う
。 

　
渡
辺
副
長
が
「
人
が
時
間
を
割
い
て
書

類
を
届
け
に
行
く
コ
ス
ト
と
比
較
す
れ
ば
、

シ
ス
テ
ム
へ
の
投
資
は
高
く
な
い
。C
I
―

N
E
T
の
利
用
は
業
務
に
メ
ス
を
入
れ
て

こ
そ
効
果
が
出
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る
作
業
の
置

き
換
え
で
は
な
く
、
仕
事
の
仕
方
を
検
討

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。 

　
さ
と
う
べ
ネ
ッ
ク
で
は
、
今
期
中
に
、

注
文
書
の
電
子
化
50
％
を
目
指
す
。
先
行

企
業
と
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
適
用

業
務
範
囲
も
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。 
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